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●横江地区津波避難施設●横江地区津波避難施設

五反田地区津波避難タワー●五反田地区津波避難タワー●

昭和 16 年に旧陸軍飛行場とし
て建設され、戦時中は落下傘部
隊、特攻基地となりました。終
戦とともに開拓地として民有化
され桑畑として利用されていま
した。
昭和 32 年に新田原基地が設置
され、第 3 操縦学校分校として
開設され、現在では F-15 のパ
イロット養成のための飛行教育
隊と戦術飛行教育のための飛行
教導隊、領空侵犯（スクランブ
ル）処置などの実任務に従事し
ている３０１飛行隊と遭難者の
捜索救難や緊急患者空輸などを
行う新田原救難隊の４飛行隊が
所在する基地です。



（単位：千円）

※嘉手納の平成 27年度の基地関係収入は、2,603,310 千円

参考までに！　嘉手納町の基地関係国庫支出金
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１階が、地元を管轄している、新富町消防
団第１２部の消防機械倉庫（団員詰所、車庫）
２階（大広間）と屋上は、津波避難施設に

692 名収容可能なこのタワーは、太陽光発電、蓄電装置、
LED 夜間照明設備、簡易トイレ、トイレ目隠しテント、ラ
ジオ、ブルーシート、飲料水、非常食などを備えており、
いざという時の備えとして利用可能
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川南は豚のまち

⑨【宮崎県川南町】平成２９年７月１９日（水）
視察項目：ふるさと納税ついて
江戸末期から戦後にかけて、全国からの移住者による開墾により切り開かれ
た町。全国 47 都道府県から移住者が集まったため、「川南町合衆国」と呼ば
れている。
●面積：90.12K ㎡　　●人口：15,674 人

《ふるさと納税を行う目的と目標》
目的　町を元気にする！
目標　①町民の所得向上
　　　②雇用の創出
　　　③次世代の経営者育成
●ふるさと納税の状況
【寄附金額の推移】
年度 寄附額（千円）            主な出来事
26 　 １６９,６２１ お礼品送付開始、劇的に寄附額が増えた。
27 　 ５７５,９９６ 
28 １,１２６,７４５　宮崎県内で３位。
●返礼品の返戻率は 4～5割（10,000 円の寄付から )
●お礼品（特産品）の人気度ランキング
　　ジャンル   送付数（件） 　割合 (％)
1 豚　肉  ５０,０８５　７７.１　
2 牛　肉 　 ５,８３８ 　  ９.０　
3 加工食品 　 ２,３６５　　３.６
4 果　物 　 ２,０２３　　３.１
5 魚介類 　 １,６２０　　２.５



《川南町のふるさと納税が伸びた要因》
①宣伝方法：ふるさとチョイス・楽天市場、独自の特設サイトに挑戦したこ
とによって新たな寄附者を獲得できた。
②事業者の新たな販路開拓に役立つことができた。

《現状の課題》
①ふるさと納税件数の急激な増加により、事務が煩雑になり確認不足から寄
附状況の報告ミスが発生し、不祥事が新聞に掲載される事態が起きた。
②業務量に対する見込みの甘さと計画性のなさが出た。その結果、事務に追
われ事業者との呼吸が合わなくなった。
③平成２７年度よりワンストップ特例制度がスタートし、書類が２倍、寄附
金は３倍に増えたことにより業務量がさらに激増した。

《まとめとして》
川南町がふるさと納税に真剣に取り組みだしたきっかけは、平成 25 年に 20
代若手職員の職員提案制度プレゼンによるものであった。新たな取り組みと
して各課をまたいだ横断的グループを結成し協力して取り組んだ。
①平成２６年度より御礼品の取り扱いを開始し、寄附金が激増する。
②ふるさと納税の成功により様々な事業所で雇用が増えた。
③生産者家庭において家業を継ぐため御子息が戻り、さらには家業を継いだ
娘が企業化し社長に就任した例もある等、次世代の経営者強化に対しての成
果が出てきている。
研修を通じて、ふるさと納税担当職員の「町を元気にする！」との熱い情熱
が感じられた。川南町においても様々な課題はあるが、担当職員の目的達成
に向けた情熱があれば、これからもふるさと納税が増えることは間違いない
と思われる。
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⑪【宮崎県都城市】平成２９年７月２０日（木）
視察項目：ふるさと納税ついて
●面積：653.36K ㎡　　●人口：165,029 人
●ふるさと納税の状況
【寄附金額の推移】
年度 寄附額（千円）      主な出来事
26 　 ４９９,８２３ お礼品送付開始、劇的に寄附額が増えた
27 ４,２３１,２３４　日本一位 
28 ７,３３３,１６１　日本一位
●返礼品の返戻率は 6割程度。全て 8割でまかなう。
●お礼品は（特産品）
そのほとんどが肉（宮崎牛や豚肉・鶏肉）と焼酎に集中。

《首都圏を中心に都城を PR戦略》
ふるさと納税の寄附金の 9割近くが
首都圏から為、周知を徹底。
●ソラシドエアーの機体に肉と焼酎の絵の広告。
●東京モノレール車内にポスターを 3ヶ月間掲示。
●浜松町ビルに PR看板を設置。
●浜松町駅に電光表示板へ掲載。
※広告費は、約 3,600 万円
（3,000 万円は、国の地方創生先行型交付金を活用）



《ふるさと納税の効果として》
◎都城市のＰＲになる。
◎地場産業の振興（販路拡大）に繋がる。
◎地元に入るお金や市の税収が増加する。（平成 27 年約 10 億円、平成　
　28 年約 15 億円程度手元に残る）
◎職員の意識改革。（毎日日程表を確認し、民間企業の営業のように全国
　の状況等を把握し、今後の戦略をたてる等。）

《まとめとして》
ふるさと納税は、市の税収入の増加が注目されがちですが、返礼品や人
件費など支出も増えることから、経済効果や地域の活性化、雇用の拡大
になどに繋がり、相乗効果が出ている。
嘉手納町においても、職員の意識改革を向上させ、ふるさと納税制度を
引き続き強化し、町の活性化につなげる取組を図る必要性を感じた。

ご静聴ありがとうございました。
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嘉手納町の状況

　　年度 寄付額（円）

    　　　26　　   396,000

27　　7,417,000

28　  10,103,000

29      85,909,000

一般
寄付
一般
寄付

平成 29 年 1月
さとふる開始

7800 件 ( 見込）

備考


